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最終頁に続く

(57)【要約】　      （修正有）
【課題】バックル配列設計、簡単な分解、高さの自由な 
調整、方向の独立した選択が可能な、首ケア枕を提供す 
る。
【解決手段】取り外し可能な自由に組み合わせた首ケア 
枕は、Ａ主枕体１を備え、Ａ主枕体の両側辺に補助側縁 
帯２が対称的に固定して縫合され、補助側縁帯の頂面に 
均一に固定バックル本体３が固定して係合され、Ａ主枕 
体の頂面に補助Ｂ枕４と補助Ｃ枕５が水平に突き合わせ 
られ、補助Ｂ枕と補助Ｃ枕の両側辺に嵌合サイドストリ 
ップ６が対称的に固定して縫合される。補助Ｂ枕と補助 
Ｃ枕の弧形口を互いに突き合わせて組み合わせると、人 
間工学的なデザインになって、頭部の圧力を解放して、 
支持力がありながら柔らかく快適な包み感があり、自然 
に短時間で睡れ、補助Ｂ枕と補助Ｃ枕の弧形口を互いに 
背に向けて組み合わせると、首を支え、緩やかな枕の円 
弧は、肩と首の隙間によくフィットし、頸椎の生理曲線 
を維持し、寝返りを簡単にして寝違えることがない。
【選択図】図１

評価書の請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全7頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ａ 主 枕 体 （ １ ） を 備 え る 取 り 外 し 可 能 な 自 由 に 組 み 合 わ せ た 首 ケ ア 枕 で あ っ て 、 前 記 Ａ  
主 枕 体 （ １ ） の 両 側 辺 に 補 助 側 縁 帯 （ ２ ） が 対 称 的 に 固 定 し て 縫 合 さ れ 、 前 記 補 助 側 縁 帯  
（ ２ ） の 頂 面 に 固 定 バ ッ ク ル 本 体 （ ３ ） が 均 一 に 固 定 し て 係 合 さ れ 、 前 記 Ａ 主 枕 体 （ １ ）  
の 頂 面 に 補 助 Ｂ 枕 （ ４ ） が 水 平 に 配 置 さ れ 、 前 記 Ａ 主 枕 体 （ １ ） の 頂 面 に 補 助 Ｃ 枕 （ ５ ）  
が 水 平 に 突 き 合 わ せ ら れ 、 前 記 補 助 Ｂ 枕 （ ４ ） と 補 助 Ｃ 枕 （ ５ ） の 両 側 辺 に 嵌 合 サ イ ド ス  
ト リ ッ プ （ ６ ） が 対 称 的 に 固 定 し て 縫 合 さ れ 、 前 記 嵌 合 サ イ ド ス ト リ ッ プ （ ６ ） の 側 辺 に  
安 定 バ ッ ク ル 本 体 （ ７ ） が 均 一 に 固 定 し て 係 合 さ れ 、 前 記 Ａ 主 枕 体 （ １ ） の 内 側 辺 に 肌 に  
優 し い 通 気 性 層 （ ８ ） が 設 け ら れ 、 前 記 肌 に 優 し い 通 気 性 層 （ ８ ） の 内 側 辺 に 第 １ 模 造 羽  
毛 綿 （ ９ ） が 充 填 さ れ 、 前 記 固 定 バ ッ ク ル 本 体 （ ３ ） の 底 端 に 取 付 バ ッ ク ル （ １ ０ ） が 固  
定 し て 接 続 さ れ 、 前 記 補 助 Ｃ 枕 （ ５ ） の 内 側 辺 に 弾 性 ラ イ ニ ン グ 層 （ １ １ ） が 設 け ら れ 、  
前 記 弾 性 ラ イ ニ ン グ 層 （ １ １ ） の 内 側 辺 に 第 ２ 模 造 羽 毛 綿 （ １ ２ ） が 充 填 さ れ 、 前 記 安 定  
バ ッ ク ル 本 体 （ ７ ） の 底 端 に 嵌 合 バ ッ ク ル （ １ ３ ） が 固 定 し て 設 け ら れ 、 前 記 補 助 Ｂ 枕 （  
４ ） の 内 側 辺 に 通 気 性 隔 離 層 （ １ ４ ） が 設 け ら れ 、 前 記 通 気 性 隔 離 層 （ １ ４ ） の 内 側 辺 に  
３ Ｄ 粒 綿 （ １ ５ ） が 充 填 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 取 り 外 し 可 能 な 自 由 に 組 み 合 わ せ た 首 ケ  
ア 枕 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 Ａ 主 枕 体 （ １ ） の 生 地 は 起 毛 素 材 で 加 工 し て 設 け ら れ 、 且 つ Ａ 主 枕 体 （ １ ） の 縁 部  
位 置 に フ ァ ス ナ ー 開 口 構 造 が 設 け ら れ 、 補 助 側 縁 帯 （ ２ ） の 数 は ２ つ で あ り 、 且 つ ２ つ の  
補 助 側 縁 帯 （ ２ ） の 規 格 寸 法 は 一 致 し て Ａ 主 枕 体 （ １ ） の ２ つ の 対 称 側 辺 位 置 に 対 称 的 に  
設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 取 り 外 し 可 能 な 自 由 に 組 み 合 わ せ た 首 ケ ア  
枕 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 固 定 バ ッ ク ル 本 体 （ ３ ） の 数 は 複 数 で あ り 、 且 つ 複 数 の 固 定 バ ッ ク ル 本 体 （ ３ ） は  
補 助 側 縁 帯 （ ２ ） の 貫 通 穴 の 内 部 に 互 い に 等 間 隔 に 貫 通 す る よ う に 挿 通 し て 設 け ら れ 、 固  
定 バ ッ ク ル 本 体 （ ３ ） が 他 端 の 取 付 バ ッ ク ル （ １ ０ ） を 介 し て 補 助 側 縁 帯 （ ２ ） の 側 辺 に  
固 定 し て 接 続 す る よ う に 設 け ら れ 、 固 定 バ ッ ク ル 本 体 （ ３ ） を マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標  
） 構 造 に 置 き 換 え る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 取 り 外 し 可 能 な 自 由  
に 組 み 合 わ せ た 首 ケ ア 枕 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 補 助 Ｂ 枕 （ ４ ） は 人 体 の 頸 椎 曲 線 に 基 づ い て 弧 を 描 く よ う に 設 計 さ れ 、 且 つ 補 助 Ｂ  
枕 （ ４ ） の 生 地 材 質 は Ａ 主 枕 体 （ １ ） の 生 地 材 質 に 一 致 す る よ う に 保 持 し て 設 け ら れ 、 補  
助 Ｂ 枕 （ ４ ） が Ａ 主 枕 体 （ １ ） の 頂 面 に 近 い 側 辺 位 置 に 水 平 に 突 き 合 わ せ て 設 け ら れ 、 補  
助 Ｃ 枕 （ ５ ） は 補 助 Ｂ 枕 （ ４ ） か ら 遠 い 側 辺 位 置 に 水 平 に 配 置 さ れ 、 且 つ 互 い に 側 辺 が 突  
き 合 わ せ て 配 布 さ れ 、 補 助 Ｃ 枕 （ ５ ） は 多 曲 線 の 設 計 を し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項  
１ に 記 載 の 取 り 外 し 可 能 な 自 由 に 組 み 合 わ せ た 首 ケ ア 枕 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 嵌 合 サ イ ド ス ト リ ッ プ （ ６ ） は い ず れ も 補 助 側 縁 帯 （ ２ ） の 側 辺 位 置 に 対 応 し て 突  
き 合 わ せ て 設 け ら れ 、 安 定 バ ッ ク ル 本 体 （ ７ ） を マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） 構 造 に 置 き  
換 え る こ と が で き 、 複 数 の 安 定 バ ッ ク ル 本 体 （ ７ ） は い ず れ も 一 端 の 嵌 合 バ ッ ク ル （ １ ３  
） を 介 し て 嵌 合 サ イ ド ス ト リ ッ プ （ ６ ） の 側 辺 に 固 定 し て 接 続 す る よ う に 設 け ら れ る こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 取 り 外 し 可 能 な 自 由 に 組 み 合 わ せ た 首 ケ ア 枕 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 首 枕 の 技 術 分 野 に 関 し 、 具 体 的 に 取 り 外 し 可 能 な 自 由 に 組 み 合 わ せ た 首 ケ ア 枕  
で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 首 枕 は 首 の 下 に 枕 を 置 く 枕 で 、 主 な 役 割 は 頸 椎 症 の 予 防 と 治 療 で あ る 。 人 の 正 常 な 頸 椎  
は 弧 状 に 湾 曲 し て い る こ と が 知 ら れ て い る 。 頸 椎 症 と は 、 簡 単 に 言 え ば 頸 椎 が 変 形 す る も  
の で あ り 、 つ ま り 本 来 の 生 理 的 弧 度 が 変 化 し 、 ま っ す ぐ に な っ た こ と で あ る 。 首 は 頭 部 と  
体 の 間 を つ な ぐ 中 枢 で あ り 、 神 経 、 血 管 、 脊 髄 な ど が 通 過 す る 。 頸 椎 が ま っ す ぐ に な っ た  
後 、 こ れ ら の 筋 体 組 織 に あ る 程 度 の 圧 迫 と 損 害 を も た ら し 、 そ れ に よ っ て 体 に 一 連 の 疾 病  
が 現 れ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 現 在 の 首 枕 を 使 用 す る 場 合 、 一 体 型 の 枕 体 の 構 造 で あ る た め 、 必 要 に 応 じ て 調 整 し て 使  
用 す る こ と が で き ず 、 多 様 な ニ ー ズ の 人 間 の 使 用 を 満 た す こ と が で き な く な り 、 且 つ 単 一  
の ス ポ ン ジ 支 持 構 造 に よ り 枕 の の 快 適 さ が 不 十 分 で あ り 、 長 時 間 の 枕 が 落 枕 に な る こ と も  
あ る 。
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 考 案 は 、 取 り 外 し 可 能 な 自 由 に 組 み 合 わ せ た 首 ケ ア 枕 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し 、 上  
記 背 景 技 術 に 提 出 さ れ た 現 在 の 首 枕 を 使 用 す る 場 合 、 一 体 型 の 枕 体 の 構 造 で あ る た め 、 必  
要 に 応 じ て 調 整 し て 使 用 す る こ と が で き ず 、 多 様 な ニ ー ズ の 人 間 の 使 用 を 満 た す こ と が で  
き な く な り 、 且 つ 単 一 の ス ポ ン ジ 支 持 構 造 に よ り 枕 の 快 適 さ が 不 十 分 で あ り 、 長 時 間 の 枕  
が 落 枕 に な る こ と も あ る と い う 問 題 を 解 決 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 は 、 以 下 の よ う な 技 術 的 解 決 手 段 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 取 り 外 し 可 能 な 自 由 に 組 み 合 わ せ た 首 ケ ア 枕 で あ っ て 、 Ａ 主 枕 体 を 備 え 、 前 記 Ａ 主 枕 体  
の 両 側 辺 に 補 助 側 縁 帯 が 対 称 的 に 固 定 し て 縫 合 さ れ 、 前 記 補 助 側 縁 帯 の 頂 面 に 均 一 に 固 定  
バ ッ ク ル 本 体 が 固 定 し て 係 合 さ れ 、 前 記 Ａ 主 枕 体 の 頂 面 に 補 助 Ｂ 枕 が 水 平 に 配 置 さ れ 、 前  
記 Ａ 主 枕 体 の 頂 面 に 補 助 Ｃ 枕 が 水 平 に 突 き 合 わ せ ら れ 、 前 記 補 助 Ｂ 枕 と 補 助 Ｃ 枕 の 両 側 辺  
に 嵌 合 サ イ ド ス ト リ ッ プ が 対 称 的 に 固 定 し て 縫 合 さ れ 、 前 記 嵌 合 サ イ ド ス ト リ ッ プ の 側 辺  
に 安 定 バ ッ ク ル 本 体 が 均 一 に 固 定 し て 係 合 さ れ 、 前 記 Ａ 主 枕 体 の 内 側 辺 に 肌 に 優 し い 通 気  
性 層 が 設 け ら れ 、 前 記 肌 に 優 し い 通 気 性 層 の 内 側 辺 に 第 １ 模 造 羽 毛 綿 が 充 填 さ れ 、 前 記 固  
定 バ ッ ク ル 本 体 の 底 端 に 取 付 バ ッ ク ル が 固 定 し て 接 続 さ れ 、 前 記 補 助 Ｃ 枕 の 内 側 辺 に 弾 性  
ラ イ ニ ン グ 層 が 設 け ら れ 、 前 記 弾 性 ラ イ ニ ン グ 層 の 内 側 辺 に 第 ２ 模 造 羽 毛 綿 が 充 填 さ れ 、  
前 記 安 定 バ ッ ク ル 本 体 の 底 端 に 嵌 合 バ ッ ク ル が 固 定 し て 設 け ら れ 、 前 記 補 助 Ｂ 枕 の 内 側 辺  
に 通 気 性 隔 離 層 が 設 け ら れ 、 前 記 通 気 性 隔 離 層 の 内 側 辺 に ３ Ｄ 粒 綿 が 充 填 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 の 一 好 ま し い 実 施 形 態 と し て 、 前 記 Ａ 主 枕 体 の 生 地 は 起 毛 素 材 で 加 工 し て 設 け ら  
れ 、 且 つ Ａ 主 枕 体 の 縁 部 位 置 に フ ァ ス ナ ー 開 口 構 造 が 設 け ら れ 、 補 助 側 縁 帯 の 数 は ２ つ で  
あ り 、 且 つ ２ つ の 補 助 側 縁 帯 の 規 格 寸 法 は 一 致 し て Ａ 主 枕 体 の ２ つ の 対 称 側 辺 位 置 に 対 称  
的 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 の 一 好 ま し い 実 施 形 態 と し て 、 前 記 固 定 バ ッ ク ル 本 体 の 数 は 複 数 で あ り 、 且 つ 複  
数 の 固 定 バ ッ ク ル 本 体 は 補 助 側 縁 帯 の 貫 通 穴 の 内 部 に 互 い に 等 間 隔 に 貫 通 す る よ う に 挿 通  
し て 設 け ら れ 、 固 定 バ ッ ク ル 本 体 は 他 端 の 取 付 バ ッ ク ル に よ っ て 補 助 側 縁 帯 の 側 辺 に 固 定  
し て 接 続 す る よ う に 設 け ら れ 、 固 定 バ ッ ク ル 本 体 を マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） 構 造 に 置  
き 換 え て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 考 案 の 一 好 ま し い 実 施 形 態 と し て 、 前 記 補 助 Ｂ 枕 は 人 体 の 頸 椎 曲 線 に 基 づ い て 弧 を 描  
く よ う に 設 計 さ れ 、 且 つ 補 助 Ｂ 枕 の 生 地 材 質 は Ａ 主 枕 体 の 生 地 材 質 に 一 致 す る よ う に 保 持  
し て 設 け ら れ 、 補 助 Ｂ 枕 は Ａ 主 枕 体 の 頂 面 に 近 い 側 辺 位 置 に 水 平 に 突 き 合 わ せ て 設 け ら れ  
、 補 助 Ｃ 枕 は 補 助 Ｂ 枕 か ら 遠 い 側 辺 位 置 に 水 平 に 配 置 さ れ 、 且 つ 互 い に 側 辺 が 突 き 合 わ せ  
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て 配 布 さ れ 、 補 助 Ｃ 枕 は 多 曲 線 の 設 計 を し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 考 案 の 一 好 ま し い 実 施 形 態 と し て 、 前 記 嵌 合 サ イ ド ス ト リ ッ プ は い ず れ も 補 助 側 縁 帯  
の 側 辺 位 置 に 対 応 し て 突 き 合 わ せ て 設 け ら れ 、 安 定 バ ッ ク ル 本 体 を マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録  
商 標 ） 構 造 に 置 き 換 え る こ と が で き 、 複 数 の 安 定 バ ッ ク ル 本 体 は い ず れ も 一 端 の 嵌 合 バ ッ  
ク ル に よ っ て 嵌 合 サ イ ド ス ト リ ッ プ の 側 辺 に 固 定 し て 接 続 す る よ う に 設 け ら れ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 従 来 の 技 術 と 比 べ て 、 本 考 案 の 有 益 な 効 果 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 考 案 は 、 補 助 Ｂ 枕 と 補 助 Ｃ 枕 を Ａ 主 枕 体 の 頂 面 に 水 平 に 配 置 し て ス プ ラ イ ス 配 布 を 形  
成 し 、 且 つ 縁 部 位 置 は 、 嵌 合 バ ッ ク ル を 複 数 列 の 取 付 バ ッ ク ル に 対 応 し て 係 合 し て 設 け た  
後 、 補 助 Ｂ 枕 と 補 助 Ｃ 枕 の 固 定 取 付 操 作 を 形 成 し 、 且 つ 異 な る 高 さ の 取 付 バ ッ ク ル で 固 定  
し て 接 続 す る と 、 高 さ を 調 整 し て 使 用 す る こ と が で き 、 安 定 バ ッ ク ル 本 体 と 固 定 バ ッ ク ル  
本 体 を マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） 構 造 に 交 換 し て 接 着 す る 際 に 固 定 取 付 操 作 を 行 う こ と  
も で き 、 人 体 の 頭 と 頸 部 の 曲 線 に フ ィ ッ ト し た 設 計 で あ り 、 首 を 伸 ば し て 、 頭 の 圧 力 を 解  
放 し て 、 個 人 の 好 み に 応 じ て 任 意 に 組 み 合 わ せ る こ と が で き 、 自 分 に 最 適 な 角 度 を 見 つ け  
る こ と が で き る 。 Ａ 枕 体 部 分 ： 生 地 は 起 毛 材 質 で 加 工 さ れ 、 柔 ら か く 、 肌 に 近 く 、 第 １ 模  
造 羽 毛 綿 を 充 填 し 、 も ち も ち の 手 触 り で 、 低 枕 が 好 き な 人 は 柔 ら か い も ち も ち の 圧 力 リ リ  
ー フ を 使 っ て 自 然 に 快 適 に す る こ と が で き る 。 Ｂ 白 色 首 枕 ： 人 体 の 頸 椎 曲 線 に 基 づ い て 弧  
を 描 く よ う に 設 計 さ れ 、 ３ Ｄ 粒 綿 を 充 填 し 、 頸 椎 を 強 力 に 支 え 、 牽 引 し 、 首 の 疲 労 を 緩 和  
す る 。 Ｃ 灰 色 首 枕 ： 多 曲 線 の 設 計 を し て お り 、 任 意 の 回 転 方 向 で 、 肩 と 首 の 弧 度 に フ ィ ッ  
ト で き る よ う に し て 、 第 １ 模 造 羽 毛 綿 を 充 填 す る た め 、 柔 ら か い で 弾 性 が あ り 、 ゼ ロ 圧 力  
で 眠 る 。 中 間 隙 間 ： 耳 へ の 圧 力 な し 、 顔 へ の 圧 力 な し 、 圧 力 ゼ ロ 、 バ ッ ク ル 配 列 設 計 、 簡  
単 な 分 解 、 高 さ の 自 由 な 調 整 、 方 向 の 独 立 し た 選 択 で 、 Ｂ 枕 と Ｃ 枕 の 弧 形 口 が 互 い に 突 き  
合 わ せ て 組 み 合 わ せ る と 、 人 間 工 学 的 な デ ザ イ ン に 合 っ て 、 頭 部 の 圧 力 を 解 放 し て 、 支 持  
力 が あ り な が ら 柔 ら か く 快 適 な 包 み 感 が あ り 、 自 然 に 秒 で 眠 る 睡 り 、 Ｂ 枕 と Ｃ 枕 の 弧 形 口  
を 互 い に 背 に 向 け て 組 み 合 わ せ る と 、 首 を 支 え 、 緩 や か な 枕 の 円 弧 は 、 肩 と 首 の 隙 間 に よ  
く フ ィ ッ ト し 、 頸 椎 の 生 理 曲 線 を 維 持 し 、 寝 返 り を 簡 単 に し て 寝 違 え る こ と が な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 考 案 の そ の 他 の 特 徴 、 目 的 お よ び 利 点 は 、 以 下 の 図 面 を 参 照 し て 非 制 限 的 な 実 施 例 に  
つ い て 詳 細 に 説 明 す る こ と に よ り 、 よ り 明 ら か と な る 。
【 図 １ 】 取 り 外 し 可 能 な 自 由 に 組 み 合 わ せ た 首 ケ ア 枕 の 斜 視 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 取 り 外 し 可 能 な 自 由 に 組 み 合 わ せ た 首 ケ ア 枕 の Ａ 主 枕 体 の 正 面 断 面 接 続 細 部 の 構  
造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 取 り 外 し 可 能 な 自 由 に 組 み 合 わ せ た 首 ケ ア 枕 の 補 助 Ｃ 枕 の 正 面 断 面 接 続 細 部 の 構  
造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 取 り 外 し 可 能 な 自 由 に 組 み 合 わ せ た 首 ケ ア 枕 の 補 助 Ｂ 枕 の 正 面 断 面 接 続 細 部 の 構  
造 模 式 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ ～ ４ を 参 照 し 、 本 考 案 の 実 施 例 に お い て 、 取 り 外 し 可 能 な 自 由 に 組 み 合 わ せ た 首 ケ  
ア 枕 で あ っ て 、 Ａ 主 枕 体 １ を 備 え 、 Ａ 主 枕 体 １ の 両 側 辺 に 補 助 側 縁 帯 ２ が 対 称 的 に 固 定 し  
て 縫 合 さ れ 、 Ａ 主 枕 体 １ の 生 地 は 起 毛 素 材 で 加 工 し て 設 け ら れ 、 且 つ Ａ 主 枕 体 １ の 縁 部 位  
置 に フ ァ ス ナ ー 開 口 構 造 が 設 け ら れ 、 補 助 側 縁 帯 ２ の 数 は ２ つ で あ り 、 且 つ ２ つ の 補 助 側  
縁 帯 ２ の 規 格 寸 法 は 一 致 に し て Ａ 主 枕 体 １ の ２ つ の 対 称 側 辺 位 置 に 対 称 的 に 設 け ら れ 、 補  
助 側 縁 帯 ２ の 頂 面 に 固 定 バ ッ ク ル 本 体 ３ が 均 一 に 固 定 し て 係 合 さ れ 、 固 定 バ ッ ク ル 本 体 ３  
の 数 は 複 数 で あ り 、 且 つ 複 数 の 固 定 バ ッ ク ル 本 体 ３ は 補 助 側 縁 帯 ２ の 貫 通 穴 の 内 部 に 互 い  
に 等 間 隔 に 貫 通 す る よ う に 挿 通 し て 設 け ら れ 、 固 定 バ ッ ク ル 本 体 ３ は 他 端 の 取 付 バ ッ ク ル  
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１ ０ を 介 し て 補 助 側 縁 帯 ２ の 側 辺 に 固 定 し て 接 続 す る よ う に 設 け ら れ 、 固 定 バ ッ ク ル 本 体  
３ を マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） 構 造 に 置 き 換 え る こ と が で き 、 Ａ 主 枕 体 １ の 頂 面 に 補 助  
Ｂ 枕 ４ が 水 平 に 配 置 さ れ 、 Ａ 主 枕 体 １ の 頂 面 に 補 助 Ｃ 枕 ５ が 水 平 に 突 き 合 わ せ ら れ 、 補 助  
Ｂ 枕 ４ は 人 体 の 頸 椎 曲 線 に 基 づ い て 弧 を 描 く よ う に 設 計 さ れ 、 且 つ 補 助 Ｂ 枕 ４ の 生 地 材 質  
は Ａ 主 枕 体 １ の 生 地 材 質 と 一 致 す る よ う に 保 持 し て 設 け ら れ 、 補 助 Ｂ 枕 ４ は Ａ 主 枕 体 １ の  
頂 面 に 近 い 側 辺 位 置 に 水 平 に 突 き 合 わ せ て 設 け ら れ 、 補 助 Ｃ 枕 ５ は 補 助 Ｂ 枕 ４ か ら 遠 い 側  
辺 位 置 に 水 平 に 配 置 さ れ 、 且 つ 互 い に 側 辺 が 突 き 合 わ せ て 配 布 さ れ 、 補 助 Ｃ 枕 ５ に 多 曲 線  
の 設 計 を し て お り 、 補 助 Ｂ 枕 ４ と 補 助 Ｃ 枕 ５ の 両 側 辺 に 嵌 合 サ イ ド ス ト リ ッ プ ６ が 対 称 的  
に 固 定 し て 縫 合 さ れ 、 嵌 合 サ イ ド ス ト リ ッ プ ６ の 側 辺 に 安 定 バ ッ ク ル 本 体 ７ が 均 一 に 固 定  
し て 係 合 さ れ 、 Ａ 主 枕 体 １ の 内 側 辺 に 肌 に 優 し い 通 気 性 層 ８ が 設 け ら れ 、 肌 に 優 し い 通 気  
性 層 ８ の 内 側 辺 に 第 １ 模 造 羽 毛 綿 ９ が 充 填 さ れ 、 固 定 バ ッ ク ル 本 体 ３ の 底 端 に 取 付 バ ッ ク  
ル １ ０ が 固 定 し て 接 続 さ れ 、 補 助 Ｃ 枕 ５ の 内 側 辺 に 弾 性 ラ イ ニ ン グ 層 １ １ が 設 け ら れ 、 弾  
性 ラ イ ニ ン グ 層 １ １ の 内 側 辺 に 第 ２ 模 造 羽 毛 綿 １ ２ が 充 填 さ れ 、 安 定 バ ッ ク ル 本 体 ７ の 底  
端 に 嵌 合 バ ッ ク ル １ ３ が 固 定 し て 設 け ら れ 、 嵌 合 サ イ ド ス ト リ ッ プ ６ は い ず れ も 補 助 側 縁  
帯 ２ の 側 辺 位 置 に 対 応 し て 突 き 合 わ せ て 設 け ら れ 、 安 定 バ ッ ク ル 本 体 ７ を マ ジ ッ ク テ ー プ  
（ 登 録 商 標 ） 構 造 に 置 き 換 え る こ と が で き 、 複 数 の 安 定 バ ッ ク ル 本 体 ７ は い ず れ も 一 端 の  
嵌 合 バ ッ ク ル １ ３ を 介 し て 嵌 合 サ イ ド ス ト リ ッ プ ６ の 側 辺 に 固 定 し て 接 続 す る よ う に 設 け  
ら れ 、 補 助 Ｂ 枕 ４ の 内 側 辺 に 通 気 性 隔 離 層 １ ４ が 設 け ら れ 、 通 気 性 隔 離 層 １ ４ の 内 側 辺 に  
３ Ｄ 粒 綿 １ ５ が 充 填 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 考 案 の 動 作 原 理 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 Ａ 主 枕 体 １ を 水 平 に 配 置 し た 後 、 補 助 Ｂ 枕 ４ と 補 助 Ｃ 枕 ５ を Ａ 主 枕 体 １ の 頂 面 に 水 平 に  
配 置 し て ス プ ラ イ ス 配 布 を 形 成 し 、 且 つ 縁 部 位 置 は 、 嵌 合 バ ッ ク ル １ ３ を 複 数 列 の 取 付 バ  
ッ ク ル １ ０ に 対 応 し て 係 合 し て 設 け た 後 、 補 助 Ｂ 枕 ４ と 補 助 Ｃ 枕 ５ の 固 定 取 付 操 作 を 形 成  
し 、 且 つ 異 な る 高 さ の 取 付 バ ッ ク ル １ ０ を 固 定 し て 接 続 す る と 、 高 さ を 調 整 し て 使 用 す る  
こ と が で き 、 安 定 バ ッ ク ル 本 体 ７ と 固 定 バ ッ ク ル 本 体 ３ を マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） 構  
造 に 置 き 替 え て 接 着 す る 際 に 固 定 取 付 操 作 を 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 の も の は 、 本 考 案 の 好 ま し い 具 体 的 な 実 施 形 態 に す ぎ な い が 、 本 考 案 の 保 護 範 囲 は  
こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 当 業 者 の 誰 で も 、 本 考 案 で 開 示 さ れ た 技 術 範 囲 内 で 、 本  
考 案 の 技 術 的 解 決 手 段 及 び そ の 考 案 構 想 に 基 づ い て 行 っ た 等 価 置 換 又 は 変 更 は 、 い ず れ も  
本 考 案 の 保 護 範 囲 内 に 含 ま れ る べ き で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ 、 Ａ 主 枕 体
　 ２ 、 補 助 側 縁 帯
　 ３ 、 固 定 バ ッ ク ル 本 体
　 ４ 、 補 助 Ｂ 枕
　 ５ 、 補 助 Ｃ 枕
　 ６ 、 嵌 合 サ イ ド ス ト リ ッ プ
　 ７ 、 安 定 バ ッ ク ル 本 体
　 ８ 、 肌 に 優 し い 通 気 性 層
　 ９ 、 第 １ 模 造 羽 毛 綿
　 １ ０ 、 取 付 バ ッ ク ル
　 １ １ 、 弾 性 ラ イ ニ ン グ 層
　 １ ２ 、 第 ２ 模 造 羽 毛 綿
　 １ ３ 、 嵌 合 バ ッ ク ル
　 １ ４ 、 通 気 性 隔 離 層
　 １ ５ 、 ３ Ｄ 粒 綿 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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